コップに入 (い)れた水 (みず)を、冷凍庫 (れいとうこ)の中 (なか)に入 (い)れておくと、だんだん冷 (ひ)やされて、やがて固 (かた)い氷 (こおり)になってしまいますね。冷 (ひ)やすだけなのに、水 (みず)が固 (かた)まってしまうのはとても不思議 (ふしぎ)ですね。

　私達 (わたしたち)の身 (み)の回 (まわ)りには、水 (みず)だけではなく“液体 (えきたい)”のものがたくさんありますね。たとえば、台所 (だいどころ)には、牛乳 (ぎゅうにゅう)や油 (あぶら)、酢 (す)など、いろいろな液体 (えきたい)があります。このような液体 (えきたい)は、どれも冷 (ひ)やされると固 (かた)くなってしまう性質 (せいしつ)を持 (も)っています。液体 (えきたい)が固 (かた)くなる温度 (おんど)は、その種類 (しゅるい)によって違 (ちが)います。水 (みず)は、ちょうど０度 (ど)で固 (かた)い氷 (こおり)に変 (かわ)わります。

　ももさんのお家 (うち)の台所 (だいどころ)にあるいろいろな液体 (えきたい)を少 (すこ)しだけコップに入れて、冷凍庫 (れいとうこ)で冷 (ひ)やしてみてください。水 (みず)と同 (おな)じように固 (かた)くなるはずです。もし、温度計 (おんどけい)があったら温度 (おんど)を測 (はか)ってみると、どの温度 (おんど)で固 (かた)くなるかが分 (わ)かります。お父 (とう)さん、お母 (かあ)さんといっしょに実験 (じっけん)してみてください。

　水 (みず)が冷 (ひや)やされると固 (かた)い氷 (こおり)に変 (か)わることは、この「雪 (ゆき)と氷 (こおり)のQ&A」コーナーのQ23の回答 (かいとう)にも説明 (せつめい)があります。参考 (さんこう)にして下 (くだ)さい。


